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胞内浮腫像等の変化は， 阻血30分後のそれに比し， 同程度か又は軽度進行した程度である。 筋
鞘，間入板， T-System，毛細管に変化を認めない。
(iii) 冠血流遮断50分後に血流を再開した場合Q変化
血流再開約 5 分後には，既に筋原線維の強い収縮像及び核の快復像を認める。ミトコンドリア
はかえって強い膨化変形像が進行し，破壊像を示すものもある。屡々小胞体の払大像を認め，時
に関離した間入板を認める。血流再開15分以後に，これらの変化がJ阪復する徴は殆どなく，阻血
解除60分後においても，尚ミトコンドリアの膨化変形像，グリコーゲンの著減，小胞体の拡大，
及び強い細胞内浮腫像をとどめている。
じ総 括〕
1) 関心術の際，冠血流遮断による阻血性任意心停止を行ない，人及び犬について，阻血再開に伴う
心筋の形態学的変化を電子顕微鏡を用いて検索した。
2) 冠血流遮断約30分以内の臨床例及び実験群では，阻血に伴う人及び犬心筋微細構造の変化は，時
間の延長と共に次第に出現した。この変化は，血流再開約20--30分後にはほぼ対照群の状態にまで
恢復した。
3) 冠血流遮断50分の実験例では，阻血に伴う変化は， 30分群のそれと大差ないが，血流再開直後に
-101-
出現した微細構造の変化は，阻血解除一時間後でも尚依復像を示すに至らなかった。
論文の審査結果の要旨
人工心肺を用いた関心術において心臓内の修復を正確に行ないやすくする為，心臓の阻血性停止を
人為的に行なうが，本研究は阻血心筋の可逆性及び不可逆性の微細変化を明らかにしたものである。
関心術における心臓阻血性停止法の臨床応用の根拠を形態的に明示したものとして本論文の意義は大
き l"0 
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